
市受託事業として西部地域（小金井街道西側の地域）に担当職員１名を配置しています。

【連絡先・問い合わせ】
市地域福祉コーディネーター 社会福祉協議会

ボランティアセンター（ ）
042-475-0739 042-476-4545

 家族が学校にいかない、家にこもっている、仕事をしていない、関わり方がわからない・・・同じ悩みを
抱える方同士が思いを語り、安心してつながれる家族会の立ち上げを支援します。

ご案内

生活の中での悩みや困りごと、地域の中で感じていることや気になっていることなど、自分だけではなくお知り合いのことでも結構です。地域の皆さまと協力して解決に向けたお手伝いをします。

上記イベントは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止する場合があります。
最新の情報は社協ホームページをご覧ください。

【対　象】
【定　員】
【内　容】
【参加費】
【申し込み】

ひきこもり状態にある本人または家族
20人〔各開催日の4日前までに申し込み〕
参加者同士の交流
無料
申込フォーム、電話、ファクスにて
①氏名（ふりがな）　②年代　③連絡先  をお知らせください。

【実施団体】
【受付場所】

【受付時間】
【受付期間】
【条　　件】

【対象食品等】

東久留米フードパントリーひよこ
5地区センター（中央町、浅間町、野火止、八幡町、南町）
3地域センター（西部・東部・南部）
シャローム東久留米（南沢5-18-36）
詳しくは二次元コードの地図を参照
午前９時～午後５時  地区センターは火曜・祝日以外 
９月14日（水）～１０月１4日（金）
賞味期限が明記されていて１２月１日以降のもの、未開封で包装や外装が破損していないもの、生鮮
食品以外のもの、常温保存が可能なもの
お米やうどん、パスタなどの乾麺、海苔などの乾物類、缶詰、インスタント・レトルト食品、コーヒーや
お茶、アルコール類を除く飲料など。その他日用品（新品の学用品・タオル、生理用品）も募ります。

日 時
場 所

いずれも午後2時～4時（午後1時45分受付、入退室自由）

申込フォーム

お話を聞くだけでもかまいません  
～ひがしくるめ ひきこもり家族会準備会～ 募集

　ご家庭で使う予定のない食品等を持ち寄り、必要とする方にお渡し
します。皆さまのご支援をお待ちしています。（4面関連記事あり）

フードドライブ窓口のご案内 ※新たに高齢者福祉施設が加わりました
地区センター・地域センターに食品等をお寄せください

〈地域福祉コーディネーター事業〉

  9月11日（日）／東久留米市役所7階 701会議室（本町3-3-1）
10月16日（日）、11月13日（日）、12月11日（日）
  　　／中央町地区センター2階（中央町6-1-1）

【連絡先・問い合わせ】
　東久留米フードパントリーひよこ

古谷
ふるたに

080-2007-3558
（平日 午後1時～午後4時） （平日 午後7時以降／土・日 午後1時～午後4時）
田守
たもり

080-5652-1057

災害ボランティア情報：ホームページ、メール配信にて随時お知らせしています。月～金曜日 午前8時半～午後5時15分 042-475-0739ボランティアセンター

ボランティア登録のしくみ

ボランティアセンター

ボランティアしたい ボランティア欲しい

したい人

と

欲しい人

をつなぎます

来所、電話、ファクスやEメー
ルで受け付けています。

令和4年度令和4年度 災害ボランティアセンター
市民スタッフ養成講座
災害ボランティアセンター
市民スタッフ養成講座

報告

募集

9月24日（土）／10月1日（土）／10月8日（土）　時間はいずれも午前9時半～11時半
滝山4-3-14わくわく健康プラザ2階　集会室1、社協会議室
20人（最小催行人数10人）
無料
災害支援・防災教育コーディネーター　

みやざき　けんや　
宮﨑 賢哉  氏

　　　①専用フォームから申し込み
　　　②電話またはメール、ファクス　
　　　　氏名（ふりがな）、年齢、住所、電話番号、メールアドレス、所属の自治会や自主防災等組織、
　　　　災害ボランティア経験の有無を記入して申し込み
　　　　9月14日（水）

災害後の復旧・復興に向けて被災者と
ボランティアをつなぐマッチング（需給
調整）訓練

食の支援ボランティア 体験講座
（東久留米フードパントリーひよこ 令和４年度地域協働事業）
食の支援ボランティア 体験講座
（東久留米フードパントリーひよこ 令和４年度地域協働事業）

ボランティアセンターには、ボランティアをしたい人と
ボランティアが欲しい人をつなぐ登録制度があります。

　市内で災害が発生した時、社協は東久留米市との協定に基づき災害ボラン
ティアセンターを設置・運営します。
　社協と一緒にセンターの運営を担う市民スタッフの養成講座を開催します。

【登録の流れ】
　ボランティアをする上での心構えや活動先を紹介します。登録カードに
希望する活動や日時をご記入ください。その内容に合う依頼があった際
にご紹介します。

【ボランティアを頼みたい時は】
　様々なボランティアの依頼を受け付けています。現在登録しているボ
ランティア一覧、出前授業として福祉学習等に協力する個人、団体をホー
ムページで公開しています。

その他「こんなボランティアさんはいませんか？」など
お気軽にお問い合わせください。

●特技ボランティア・
　登録ボランティア
　団体一覧

●ボランティアスクール
　（出前講座）
　プログラム一覧

ボランティアセンターに登録して、
　　　　活動を始めてみませんか？
ボランティアセンターに登録して、
　　　　活動を始めてみませんか？ 募集

※参加には条件があります。申し込み前に社協ホームページ、
公共施設のチラシをご確認ください。

日　時
会　場
定　員
参加費
講　師
申し込み方法

申し込み締め切り

●
講
座
概
要

▶
専用フォーム

〈申し込み・問い合わせ〉ボランティアセンター

メール　volunteer@higashikurume-shakyo.or.jp
042-475-0739 042-476-4545

　食の支援ボランティアは、食品ロスを削減するとともに
生活課題を抱えた家庭に食をつなぐ活動です。6月から学
習会、フードパントリー活動体験、ふりかえりまで全4回、延
べ20人が体験講座に参加し、新たに11人がこの活動の協
力者として登録しました。
　フードパントリーひよこは、
チラシ作成や広報などの準備
から関わりました。講座の中で
印象的だったのが「仕込み8
割」という名言。準備が大切な
活動であることを参加者同士
改めて共有しました。

　「日本の子どもの7人に1人
が貧困」と言われていますが、
自分ができることは何かと問
い続けている人たちの存在が
地域の中でたくさんの笑顔の
輪になるよう、お互いに支え
合っていきたいと思います。
　参加された皆さんと一緒に、
そしてこれからも新たな皆さんに出会い、やさしい街をつ
くっていきたいと思います。

　（東久留米フードパントリーひよこ 代表　古谷 高子）
講座初日はボランティアの基本や
食の支援の必要性を学びました

80世帯を超える申し込み。ひと
世帯ずつ、丁寧に食品を詰め込
みます

ふるたに たかこ

　現在29人の生活支援員が活動中！　主婦の方、定年退職後の方など大歓迎！
【内　容】　認知症や知的・精神の障がいがある方をは
じめ、日常生活に不安のある利用者宅を訪問し、福祉
サービスの利用手続きや書類の確認、日常の金銭管理
をお手伝いします。
【応募資格】　以下①～④の全てを満たしていること。
※特別な資格は不要です。
　①事業説明会に参加した方
　②社会福祉に理解と熱意があり、心身ともに健康な方
　③応募時に20歳から概ね70歳未満の方
　④平日の日中に週1回、1～2時間程度の活動が可能な方
【報　酬】　１時間 １，０４１円　※９月時点
【活動までの流れ】　説明会参加→１次選考（書類）→
２次選考（面接）→研修→雇用契約→活動

【事業説明会】　以下のいずれかの日程にご参加くだ
さい。
　①９月７日（水）午後２時～３時半
　②９月１５日（木）午前１０時～１１時半
　会場：社協会議室（わくわく健康プラザ２階）
　申し込み：各前日午後５時までに電話またはファクス
で、氏名・年齢・住所・電話番号を下記連絡先へ

【1次審査（書類）】　９月２６日（月）必着
【2次審査（面接）】　１０月１２日（水）、１４日（金）
  　　午前９時半～正午（応相談）
【研　修】　１０月下旬（予定）

地域福祉権利擁護事業  生活支援員募集

申し込み・問い合せ
地域福祉権利擁護事業

042-479-6294
042-476-4545

社会貢献型後見人基礎講習 応 募 説 明 会

【日程／会場】
以下のいずれかの日程にご参加ください。
①９月26日（月）午前10時～11時半
②９月29日（木）午後１時半～３時／わくわく健康プラ
ザ 社協会議室 ※定員15人（申し込み先着順）

【養成までの流れ】
①説明会参加（必須）、②1次選考（書類）、③2次選考
（面接）、④基礎講習受講（日程：1月～2月の間で5日、
オンライン講習）、⑤実地研修等を経て社会貢献型後
見人候補者として社協に登録

042-479-0294申し込み・問い合わせ  成年後見制度推進機関 042-476-4545

　財産管理や施設入所手続きなどが難しい人の権利をまもり、地域の中で適切な支援を受けることができる
よう、市民の目線で支援する社会貢献型後見人候補者養成の応募者説明会を開催します

【応募条件】　
以下の①～⑤をすべて満たしている方。
①市内に住民票がある方、②社会福祉に理解と熱意
があり、心身ともに健康な方、③応募時に20歳以上で
概ね65歳未満の方、④基礎講習の全日程に参加可能
な方、⑤終了後、社協の地域福祉権利擁護事業生活
支援員として活動可能な方（実地研修含む）

【申し込み方法と締切り】　
９月１日（木）～22日（木）に①氏名、②住所、③電話番
号を下記までお知らせください。

募集
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